
　2024年度は2,613万kWhの電力を消費し
ました。前年度と比較して 0.6％削減しまし
たが、過去5年の推移をみると、横ばいの
状態が続いています。
　2024年度の電力使用量のうち再生可能
エネルギー利用率は、 7.7％でした。

環境負荷低減の取組結果及び今後の目標

◆電力・エネルギー使用量の推移

電力使用量

万kWh2,613
エネルギー使用量

KL5,854

電力使用量 エネルギー使用量（原油換算）

　エネルギー使用量は、電気や燃料など
全てのエネルギーを原油換算して算出し
たものです。各種エネルギーの原油換
算には、省エネ法に基づく係数を用いて
おり、2023年度実績分から省エネ法の
改正により換算係数が変更となったた
め、大幅に減っています。
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◆再生可能エネルギー発電量の推移
再生可能エネルギー発電量

万kWh749

再生可能エネルギー発電量

　 2024年度の再生可能エネルギー発電
量は749万kWhでした。
　2023年2月より平岸配水池水力発電が
新たに稼働したため、 2023年度以降大
幅に発電量が増えています。　

2024年度実績 自家消費 余剰売電

藻岩浄水場
水力発電

187万kWh 133万kWh

平岸配水池
水力発電

9万kWh 414万kWh

３庁舎
太陽光発電

7万kWh ―

　2021年度の再生可能エネルギー発電
量は311万kWhでした。このうち、自家消
費分が185万kWh、余剰売電分が127万
kWhでした。

　

※2023年度からはすべての電力使用量を把握するた
め、非常用発電機等による発電電力使用量も集計対
象としています。



◆温室効果ガス排出量の推移

　温室効果ガス排出量には、電力や重
油等のエネルギーの使用によるエネル
ギー起源CO

2 
排出量のほか、浄水処理

過程で使用するソーダ灰の使用による
CO

2 
排出量、浄水汚泥の埋立・分解によ

るCH
4
排出量があります。

　ソーダ灰の使用による CO
2 
排出量は

10t-CO
2
未満で少ないため、右のグラフで

は表示されていません。
　2024年度は温室効果ガス排出量を
2016年度比で21％削減しました。
　電力の購入先は毎年入札により決定
しており、小売電気事業者によって排出
係数が異なるため、エネルギー使用量
が減少していても温室効果ガス排出量
は増える場合があります。
　

温室効果ガス排出量

t-CO215,131

温室効果ガス排出量

※1：電気の小売業への参入が全面自由化され、全消費者が電力会社や
         料金メニューを自由に選択できるようになった。
※2：1kWhの電力を発電する際に排出される CO

2
排出量のこと。
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　2022年度のCO
2
排出量は12,593t-CO

2
で

した。エネルギー使用量が年々少しずつ
減少しているにも関わらず、  CO

2
排出量

は増減をしています。これは、 2016年の
電力自由化※1により、購入先の電気小
売事業者によってCO

2
排出係数※2が異な

るためです。
　今後も継続した省エネルギー・省資源
の取組により、できる限りの CO

2
排出量

の削減に努めてまいります。

◆今後の目標

　2025年3月に策定した第２次札幌水道ビジョン（ 2025-2034）では、以下の４つの目
標を立て、環境負荷低減の取組を推進しています。

2030年までに温室効果ガス排出量を 2016年度比で60％削減
2034年までに温室効果ガス排出量を 2016年度比で80％削減

目 標①

2030年までに電力消費に伴う CO
2
排出量を実質ゼロ目 標②

2034年までに再生可能エネルギー発電量 1,100万kWh目 標③

2034年までに公用車に占める次世代自動車の割合 84％目 標④



　エネルギー使用量のうち約 9割を占める電力使用量において、札幌市は他都市と
比較して優れている点があります。ここでは「水道事業ガイドライン（詳細は P20）」の
指標を用いて、他都市※1と比較した結果を紹介します。

≪コラム～その２≫　環境負荷の少ない札幌水道

①地形を活かした配水による電力使用量の削減
　札幌市は給水量の約 8割を自然流下方式で配水し、電力使用量を抑えられていま
す。年間の電力使用量を年間配水量で除した 「配水量 1㎥当り電力消費量」 の指標で
比べると、配水にかかる電力消費量は少なく、効率的に配水しております。

②再生可能エネルギーによるクリーンな電力の使用
　札幌市は、水力発電と太陽光発電により発電した電力を、水道施設で使用しておりま
す。年間電力使用量のうち再生可能エネルギーで発電した電力使用量（売電分を除く）
の割合を示す「再生可能エネルギー利用率」 で見ると、札幌市はクリーンな電力を使
用している割合が高いことが分かります。

＜再生可能エネルギー利用率（％）＞

※1：人口が100万人以上の 13都市の2024年度データにより比較
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＜配水量1㎥当り電力消費量（kWh/㎥）＞

1㎥当りの水を配るのに
電気を使用する割合が少ない

電気使用量に対する
再生可能エネルギーの割合が多い


